青空文庫テキスト傍点ルビ変換マクロ Version 1.0

· 概要

このマクロは青空文庫テキスト形式の文書をWord形式に変換する際に、傍点とルビの変換を半自動化して作業負担を軽減するためのものです。

青空文庫テキスト形式には傍点やルビの他にも様々な入力者注のタグ形式が存在し、時として自動処理が困難な場合があります。そこで、このマクロではエラー検出に重点を置き、状況が曖昧な場合にはエラーを表示して作業者の判断に委ねるようにしてあります。

なお、インターネットの図書館、青空文庫についてはこちらを参照してください。

青空文庫ホームページ：
http://www.aozora.gr.jp/
· 組み込みと解除

この文書（AozoraRuby.doc）を開くと自動的にマクロが使用可能となり、ツールバーが表示されます。ただし、AozoraRuby.docと同じフォルダに文書テンプレート（AozoraAddIn.dot）が置いてある必要があります。また、AozoraAddIn.dotを[Startup]フォルダに置くと、常にマクロが使用可能になります。

この文書（AozoraRuby.doc）を閉じると、自動的にマクロの組み込みが解除されます。

· 傍点変換機能

傍点変換マクロは、以下の形式のタグを変換します。傍点変換を実行すると、最初に一箇所だけ傍点を変換した後、残りを一括変換するか、次を一つ変換するか、そこで中断するかを選択することができます。

胡麻塩おやじ［＃「おやじ」に傍点］
⇒
胡麻塩おやじ
胡麻塩おやじ［＃「おやじ」に丸傍点］
⇒
胡麻塩おやじ
胡麻塩おやじ［＃「おやじ」に白丸傍点］
⇒
胡麻塩おやじ
上記の３種以外の傍点については未対応なので、変換を実行せずにエラーとします。

胡麻塩おやじ［＃「おやじ」に白ゴマ傍点］　　⇒　　（エラー）

本文と「」内の範囲指定文は完全に一致している必要があります。特に傍点個所に入力者注がある場合には、あらかじめ手作業による修正を行う必要があります。

· ルビ変換機能

ルビ変換マクロは、以下の形式のタグを変換します。

武州｜青梅《おうめ》の宿
⇒
武州EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうめ),青梅)の宿
ただし、アルファベットの単語についてはまだ未対応なので、｜記号で明示的に範囲を指定する必要があります。

兄きのような Fanatiker《ファナチイケル》 とは

⇒
（エラー）
兄きのような ｜Fanatiker《ファナチイケル》 とは

⇒
兄きのような EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ファナチイケル),Fanatiker) とは
ルビ個所に入力者注（特に外字）がある場合など、ルビの範囲を確定できないときにはエラーとなります。この様な場合、一旦《 》を（ ）に置き換えて処理を保留するか、あるいは外字の場合、※記号に無理やりルビを振ってしまうことが考えられます。ただしその場合、※記号は通常では漢字とは見なされないため、｜記号で範囲を明示的に指定する必要があります。

喉を掻き※［＃「てへん＋劣」、30-16］《むし》って

⇒
（エラー）
喉を掻き※［＃「てへん＋劣」、30-16］（むし）って

⇒
（そのまま続行）
喉を掻き｜※《むし》［＃「てへん＋劣」、30-16］って
⇒
喉を掻きEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むし),※)［＃「てへん＋劣」、30-16］って
また、以下の場合もルビ変換はエラーとなりますが、このような場合には先に傍点変換を済ませることでエラーを回避できます。

やっぱり［＃「やっぱり」に傍点］貴方《あなた》は
⇒
やっぱり貴方《あなた》は
（傍点変換）






⇒
やっぱりEQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あなた),貴方)は


（ルビ変換）
ルビ全変換は、文書全体のルビを自動的に一括変換しますが、エラーが発生した場合には問題個所を選択して処理を中断します。問題個所の修正を行った後、再びルビ全変換を実行すると、残りのルビを変換することができます。ルビ変換処理の過程でタグが一時的に空の《》として残りますが、ルビ全変換が無事に終了すると、｜と《》は全て一括削除されます。

ルビ単変換は、カーソル直後のルビを一つだけ変換します。ただし、｜と空の《》はそのまま残るので、手作業で直接削除するか、後でルビ全変換を実行してください。また、エラーが発生した場合には、何もメッセージを表示せずにただルビを選択します。この機能は、基本的に動作確認用のものです。

· その他補足

この文書によるセットアップではテンプレートをアドインとして組み込むので、Normal.dotが変更されることはありません。ただし、そのままではソースリストを参照することができませんので、マクロに変更を加えたい場合にはAozoraAddIn.dotを直接開いてください。

　このマクロはフリーソフトとしますので、利用および再配布は自由に行ってかまいません。また、改変についてもマクロウイルスを仕掛ける等の悪意が無い限り特に制限はしませんが、改良した上で新たに公開する場合には、なるべくプロジェクトにロックを掛けずにソースリストが参照できる形にしていただけることを希望します。

なお、このマクロはWindows2000環境でWord2000にて開発および動作確認を行いました。
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